






ように思う。その年は別の大 でも公募があり、勧められてそれにも応募したが、そちらは面接もしたが、結局誰も採用すること無しに数 過ぎていたので、本学のこの応募はものすごく良い確率であったといえるし、まさに「縁があった」ということである。もちろん、採用側の裏ではいろいろなことを考えての公募条件を出していたことなど、その時点では知る由もない 組織に疎い「オボコ」であっ 。第 、それほど就職ということに興味を示さず、放送大学・東京農業大学・東京学芸大学・杏林 学の非常勤をしつつ、博物館等の展示を主たる仕事 する丹青社などの仕事
　
特に博物館建設のための基礎資料調査などをしたり、一九八〇年代全盛だった各地の自治体誌などの調査・執








を書けば原稿料も入る。そして空いた時間で自分のテーマである女性関係の調査・研究もできるという、今考えるとまさに自分の使うお金くらいは稼げて時間は自由に使える「自由人」の生活を長く続けていたことになる。民俗学会内で口の悪い人たちから「三ババ」と呼ばれ 同好の士（？）と、 「主婦論研究会」なるものを定期的 開催できていたのも、三人が三人ともフリーで居たからこそできたことである。本当に貴重な時間をもてた時代であったし、ニヤつく程「美味しい時代」だったともいえる。
そんな自由人が組織の一員に組み込まれ、四学科時代の文化学科の所属となった。授業は勿論、与えられた校務分
掌などもこなさなければならない。授業は非常勤でやっ ことだからそんなに大変ではないが、校務分掌はそんなことをするのは生まれて初めての経験である。最初 本当に一からの出発 、与えられた仕事（それも今考えると簡単 仕事だった）をこなすだけでも、毎日大変であった。親切 れとなく教えてくれる何人かの教職員に支えられ、その年その年を過ごす とができた。傍から見れば充分な働きをしているとは言い難かったと思うが、今となってはお許しいただくしかない。当時、新年度の最初のガイダンス 学科ごとに教員紹介が行われ その席で「成城あたりの深窓の奥様風…」と紹介された。そ 内容が面白くて、一年ぐらいはその雰囲気を保とうと思って、無理して装ってみたが、土台無理な話である。ま 、スーツやワンピースなどを着 のも、どうも苦手である。二年目ごろになると「成城あたり」はすっかり影をひそめ、次第に田舎風の地が出てきて「成城あたりの深窓の奥様風…」とは紹介されなくなった。そして、いつしか学生たちの間には、 「口が悪い」 つ子 怖い」などという風評がはびこり、それは現在まで続い いる。まっ くこんな風評を立てる根拠が からない と、思って る は私だけ 。
たぶん、ストレスのためと思われるが三年目の秋、ベル麻痺になって右顔面がいうことをきかず、一カ月ぐらい喋




授業などの仕事も増えた。そして、評議員・学部長などを引き受けさせられることとなり、これらは自分でも何がなんだか訳が分からないうちに、 「そのようになっていた」と言っていい。特に学部長はまったく予測もしなかったことだし、望んでもいなかったことである。学部長選は何回か開かれてまったく立候補者がない状態が続いた末の最終日、取り囲まれて立候補者として「うん」と言わされ、それらしい立候補の弁を述べたような気がする 、心中は複雑である。もちろん、そんな役割が自分にできると思えないことが一番であるが、泣きたい思いで「うん」と言ってしまった弱い自分に対し でもある。そして結局は「できることしかできない」 「自分としてやれるようにしかやない」と覚悟を決めるし なかった。学部長立候補の弁（立候補も のに立候補の弁とはおかし ものだ ）を述べているときに突然雷鳴がとどろき、大雨が降り始めた にはびっくりし、あまり予測・運命・占いなどを信じない私も、これは先行きを象徴 ている かと思 。また、推薦者のＩ先生が「男気 出し お引 受け ただき…」とおっしゃったその内容も、忘れられない一場面である 私にとって二年間はまさに波乱万丈であっが、教職員の方々に支えられた二年間でもあった。
次の学部長を決める時も同様のことが起き、なかなか候補者が決まらない。何回か開いた選挙会の最終日、ようや


































































































































































表） 「近代におけ 教育と衛生観 形成
―
婦人雑誌情報
のデータベース化」
二〇〇九年度
　
跡見学園女子大学特別研究助成費（伊藤穣氏との
共同研究） 「教育研究への活用を目的とする写真画像を含めた民俗資料 の考察」
二〇〇九年度
　
跡見学園女子大 特別研究助成費（伊藤穣氏との
共同研究） 「民俗調査におけるＧＩＳの活用方法の研究」
二〇一一年四月～ 一四 三月
　
国立歴史民俗博物館共同研究
員「高度経済成長期とそ 前後 葬送墓制の習俗の変化に関する研究」
